
2001.6.20作成

１.アジアを中心とした拠点へ ３.安全で安心できる暮らしへ

４.個性を活かした多様な地域へ
５.環境と共生した循環型社会へ

２.連携した総体的発展へ（九州はひとつ）
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▲河川の整備効果　熊本県白川の場合
(概ね30年に１回の確率で発生する洪水に対して)

▲雲仙普賢岳と水無川砂防施設
(島原市、深江町)

▲休養・余暇活動の充実 ▲歴史体験・学習機会の充実

●下水道の整備

下水道雨水対策整備率＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100（%）
雨水対策整備済区域面積
雨水対策整備対象区域面積

下水道処理普及率＝　　　　　　　　　　　　×100（%）
処理区域内人口
総人口

高度処理：通常の下水処理（標準活性汚泥法）だけでは十分に除去
　　　　　　　できない窒素やリンをさら除去するために行う処理。

●治水・砂防施設の整備

　国営公園等の整備により、貴重な歴史的・文化的資産の保存・活用を図るとともに、多様化
するレクリエーション需要に応えます。

　覆土や緩い傾斜の護岸を行うことで生物の住みやすい
豊かな自然環境が甦ります。

●多自然型川づくり

●九州新幹線の整備

●連続立体交差

▲筑後川水系高良川(福岡県久留米市)

　生活排水等の汚水を処理場できれいにして
海や河川に放流することで水質が向上します。

２年後

現在
将来

(概ね10年後)

(概ね10年後)

●老朽公共賃貸住宅建替事業

(平均戸当たり床面積43㎡)
(平均戸当たり床面積70㎡)

(居住水準の向上・快適居住拠点の形成・全戸バリアフリー化)

▲博多港アイランドシティ地区

▲北九州港響灘地区

大水深国際コンテナターミナル(-15m)

現在 概ね10年後

時間短縮効果

連携強化とは
　　概ね１０年後までの道路、鉄道、空港の連携整備
　整備箇所を以下の通り設定
　　　道路：東九州自動車道（北九州～宮崎日南）
　　西九州自動車道（博多～伊万里）
　　新北九州空港道路など

　　　鉄道：九州新幹線鹿児島ルート（博多～西鹿児島）
　　　空港：新北九州空港

注：各空港の主要都市への便数は、現在と変わらないと
　　仮定して算出。

時間圏域

６０分（現在）

６０分（連携強化）


